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但 木 早 苗　議 員

全
国
で
増
え
て
き
た
給
食
費
無
料
化

町
の
基
本
的
な
考
え
方
は

町
長 

… 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

適
切
に
対
処
し
て
い
く

但 木 早 苗　議 員

義
務
教
育
無
償
の
原
則
か
ら

　
　
　
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

【
質
問
】

　

今
全
国
で
は
、
給
食
費
の
完
全

無
料
化
や
２
人
目
半
額
、
３
人
目

無
料
な
ど
の
形
で
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
自
治
体
が
徐
々
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

憲
法
で
、
義
務
教
育
は
こ
れ
を

無
償
と
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
実
に
は
教
科
書
と
授
業
料

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
食
育
基
本
法
が
成

立
し
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に

着
け
る
た
め
に
は
何
よ
り
も
食
が

重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
教
育
と
い
う
新
た
な
役
割
が

加
わ
っ
た
今
、
学
校
給
食
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
考
え
る
時
が
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
の
基
本
的
な
考
え
方
を
お
伺

い
し
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

学
校
給
食
法
で
は
、
実
施
に
必

要
な
施
設
及
び
設
備
に
要
す
る
経

費
や
運
営
に
要
す
る
経
費
は
学
校

の
設
置
者
で
あ
る
町
が
、
食
材
費

は
給
食
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
の
負
担
と
す
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
度
の
食
材
費
を
除
く
平
均

運
営
費
は
４
０
０
０
万
円
以
上

で
、
給
食
費
は
平
成
19
年
度
開
設

以
来
小
学
校
２
２
０
円
、
中
学
校
・

教
職
員
２
６
０
円
で
す
。

　

平
成
27
年
給
食
費
の
改
定
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
20
円
の
値
上
げ
が

必
要
で
し
た
が
、
児
童
生
徒
の
値

上
げ
分
は
子
育
て
対
策
の
一
環
と

し
て
町
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
佐
呂
間
町
の
未
来
を
担
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て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

中
で
も
就
学
援
助
制
度
へ
の
影

響
が
ど
う
な
る
の
か
、
対
象
世
帯

の
方
た
ち
は
大
き
な
不
安
を
感
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

現
行
維
持
を
続
け
る
と
町
の
財

政
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
変
ら
ぬ

対
応
が
で
き
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

【
答
弁
】（
教
育
長
）

　

平
成
25
年
度
の
引
き
下
げ
の
時

も
、
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め

引
き
下
げ
前
の
生
活
保
護
基
準
で

の
判
定
も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

生
活
保
護
基
準
比
で
も
、
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
は
１
・
３
倍
の
市

町
村
が
多
い
中
、
本
町
は
１
・
５

倍
未
満
と
し
、
さ
ら
に
小
学
校
入

学
、
中
学
校
進
学
の
準
備
に
間
に

合
う
よ
う
12
月
に
支
給
す
る
と
と

も
に
、
10
月
実
施
の
就
学
時
健
診

の
際
に
は
全
て
の
世
帯
の
方
に
制

度
周
知
・
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
の
認
定

基
準
の
取
り
扱
い
を
継
続
し
、
で

き
る
限
り
子
ど
も
た
ち
に
影
響
が

及
ば
な
い
よ
う
に
変
ら
ぬ
対
応
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
平
成
19
年

に
設
定
し
た
給
食
費
の
単
価
を
基

本
と
し
、
今
後
の
上
昇
分
に
つ
い

て
は
町
で
負
担
と
い
う
こ
と
も
考

え
て
お
り
、
給
食
費
全
額
町
負
担

は
当
面
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
子
ど
も
の
数
も
少
な
い

時
代
に
入
り
ま
す
の
で
、
今
後
第

５
期
総
合
計
画
の
中
で
も
し
っ
か

り
と
揉
み
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に

適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
質
問
】　

　

国
は
２
０
１
３
年
の
大
幅
引
き

下
げ
に
続
く
改
正
を
今
年
10
月
か

ら
行
い
ま
す
が
、
こ
の
引
き
下
げ

に
よ
り
40
を
超
え
る
制
度
に
影
響

が
出
る
と
さ
れ
て
お
り
、
自
治
体

独
自
の
制
度
や
施
策
に
も
影
響
し

一 般 質 問一 般 質 問

　３名の議員が一般質問を行いました。

　（紙面の都合上、質問と答弁は要約しています）

・一般質問①
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髙 橋 紀 久　議 員

２
０
４
５
年
に
町
の
人
口
が
半
分
以
下
に

町
を
維
持
す
る
た
め
の
今
後
の
施
策
は

町
長 

…
従
来
路
線
の
取
組
を
確
実
に
進
め

町
民
が
主
役
で
参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

髙 橋 紀 久　議 員

【
質
問
】

　

２
０
４
５
年
、
佐
呂
間
町
は
人

口
が
半
分
以
下
、
高
齢
化
率
５０
％

を
超
え
る
限
界
集
落
と
な
る
予
想

に
衝
撃
を
感
じ
、
人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

管
内
で
も
高
い
当
町
の
減
少
率

で
す
が
、
何
か
こ
の
町
特
有
の
要

因
が
あ
る
の
で
は
と
思
い
、
こ
れ

ら
の
数
字
・
要
因
な
ど
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

こ
の
減
少
率
は
、
平
成
28
年
に

策
定
し
た
地
域
創
生
総
合
戦
略
に

お
け
る
人
口
の
将
来
展
望
の
目
標

を
大
き
く
下
回
る
残
念
な
推
計
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
年
々
生
じ
る
変
化
に
よ

り
推
計
さ
れ
、
本
町
の
場
合
、
こ

の
10
年
間
、
１
年
の
人
口
減
少
数

は
平
均
１
０
０
名
程
度
だ
が
、
平

成
27
、
28
年
の
２
カ
年
に
限
っ
て

は
１
４
７
名
、
１
５
３
名
と
増
加

し
た
こ
と
や
、
こ
こ
数
年
の
出
生

数
が
20
人
台
と
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
要
因
と
考
え
ま
す
。

　

管
内
町
村
の
平
均
減
少
率
も

45
・
３
％
と
半
分
近
い
推
計
で
、

本
町
だ
け
が
突
出
し
て
減
少
す
る

も
の
で
は
な
く
、
本
町
に
特
別
な

要
因
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

【
質
問
】

　

離
町
に
至
る
要
因
の
中
に
は
、

町
と
し
て
対
策
を
行
え
ば
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で

は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

離
町
の
要
因
の
収
集
分
析
が
必

要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

第２回定例会

【
質
問
】

　

人
口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
と

し
て
、
減
少
率
を
抑
え
る
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か

伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

何
か
一
つ
の
策
を
講
じ
て
も
根

本
的
な
対
策
と
は
な
ら
ず
、
町
の

総
体
的
な
取
組
と
し
て
多
様
な
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

情
勢
や
変
化
を
十
分
見
極
め
、

効
果
的
な
策
は
そ
の
都
度
検
討
し

ま
す
。

【
質
問
】

　

こ
の
推
計
人
口
は
、
第
５
期
佐

呂
間
町
総
合
計
画
の
策
定
に
大
き

く
影
響
す
る
と
考
え
、
今
後
こ
の

町
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
大
胆

で
思
い
切
っ
た
発
想
・
行
動
も
必

要
で
あ
り
、
今
後
の
施
策
の
骨
子
・

方
向
性
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

大
き
な
リ
ス
ク
を
背
負
う
よ
う

な
行
動
は
、
極
め
て
慎
重
に
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

従
来
路
線
の
取
組
を
確
実
に
進

め
、
町
民
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
の
創

出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
主

役
で
参
加
す
る
こ
と
が
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
基
盤
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

転
出
の
理
由
等
を
申
し
出
る
必

要
は
な
く
、
要
因
に
つ
い
て
収
集
・

分
析
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

転
出
を
抑
え
定
住
に
つ
な
げ

る
、
ま
た
町
外
か
ら
移
住
者
を
招

く
策
は
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
が
目
に
見
え
る
大
き
な
成
果

は
現
れ
ず
、
人
口
減
少
が
町
内
の

就
業
者
不
足
を
招
く
負
の
連
鎖
も

生
じ
て
い
ま
す
。

　

状
況
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら

今
後
も
同
様
の
取
組
を
継
続
・
強

化
し
、
新
た
な
対
策
も
模
索
し
ま

す
。

【
質
問
】

　

庁
舎
内
で
そ
の
よ
う
な
意
見
を

聞
く
機
会
の
場
を
設
け
て
み
る
の

は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】（
副
町
長
）

　

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
調
査
は
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
に
つ
い
て

・一般質問②

「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計

人
口
（
平
成
３０
年
推
計
）」

　

今
年
３
月
に
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
ま
と

め
た
、
平
成
57
年
（
２
０
４
５
年
）

ま
で
の
30
年
間
の
人
口
推
計
。

　

こ
の
中
で
佐
呂
間
町
の
平
成

57
年
の
総
人
口
が
、
平
成
27

年
国
勢
調
査
人
口
に
対
し
45
・

７
％
で
、
人
口
が
半
分
以
下
に

な
る
と
の
推
計
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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合
同
墓
及
び
既
存
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

8

三 田 真 美　議 員

少
子
高
齢
化
に
よ
り
墓
の
継
承
が
困
難
に

町
と
し
て
合
同
墓
の
設
置
は

町
長 

…
墓
を
返
還
す
る
人
が
増
え
て
い
る

町
民
の
意
見
を
聞
き
検
討
・
議
論
す
る

三 田 真 美　議 員

【
質
問
】

　

墓
地
の
管
理
は
町
の
管
理
墓
地

と
地
域
、
自
治
会
の
管
理
墓
地
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
は
ど

の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

一
般
質
問
で
の
墓
地
の
管
理
に

つ
い
て
の
質
問
は
初
め
て
な
の
で

し
っ
か
り
答
弁
い
た
し
ま
す
。

　

町
が
管
理
す
る
墓
地
は
、
佐
呂

間
墓
地
、
若
佐
墓
地
、
浜
佐
呂
間

墓
地
の
３
カ
所
で
、
各
自
治
会
が

管
理
す
る
の
は
栄
、
栃
木
、
仁
倉
・

知
来
、
浪
速
、
富
武
士
、
若
里
（
第

１
・
第
２
）
の
７
カ
所
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
管
理
墓
地
は
町
長
の
使
用

許
可
で
す
が
、
自
治
会
管
理
は
自

治
会
長
の
使
用
許
可
が
必
要
に
な

り
、
改
葬
に
つ
い
て
は
町
長
の
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
は
平
成
３
年
に
佐
呂
間

１
０
７
区
画
、
１４
年
に
浜
佐
呂
間

１５
区
画
、
１６
年
に
若
佐
１５
区
画
の

整
備
を
し
ま
し
た
が
、
申
請
件
数

が
少
な
く
返
還
が
多
い
こ
と
か
ら
、

残
区
画
が
あ
り
今
後
の
整
備
は
必

要
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

清
掃
に
つ
い
て
は
サ
ロ
マ
総
合

管
理
協
同
組
合
に
委
託
し
、
町
管

理
墓
地
は
６
月
か
ら
９
月
の
間
、

特
に
７
、８
月
は
草
刈
り
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

自
治
会
管
理
墓
地
も
７
月
盆
、

８
月
盆
の
時
期
を
含
め
て
管
理
協

同
組
合
に
委
託
し
、
枝
払
い
や
支

障
木
の
伐
採
、
管
理
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
も
、
自
治
会
の
要
望
に

合
わ
せ
て
町
が
行
っ
て
い
ま
す
。

【
質
問
】

　

少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
で
先

祖
代
々
の
お
墓
の
継
承
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
近
隣
の
市
町
村
で
は
、

北
見
・
網
走
・
小
清
水
・
美
幌
・

訓
子
府
な
ど
で
す
で
に
合
同
納
骨

塚
、
ま
た
は
合
葬
墓
を
作
っ
て
お

り
、
今
年
は
斜
里
・
清
里
も
合
葬

墓
を
整
備
の
予
定
で
す
。

　

本
町
も
何
年
も
放
置
さ
れ
た
お

墓
が
多
く
み
ら
れ
、
一
人
が
複
数

の
お
墓
を
み
て
い
く
こ
と
は
出
来

ず
、
合
同
墓
の
よ
う
な
も
の
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

近
年
は
少
子
化
に
よ
り
墓
守
す

る
後
継
者
が
途
絶
え
、
管
理
出
来
ず

墓
じ
ま
い
を
す
る
方
が
増
え
て
き

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
合
葬
墓
の
整
備
に
つ
い

て
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
お
墓

を
建
て
る
よ
り
返
還
す
る
方
が
増

え
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、
第
５
期

佐
呂
間
町
総
合
計
画
の
策
定
な
ど

に
向
け
て
大
き
な
課
題
と
し
て
、
町

民
の
意
見
な
り
要
望
を
聞
き
な
が

ら
検
討
し
、
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

第２回定例会

・一般質問③

9

・審議した議案①

　第１回臨時会が４月２５日開催され、一般会

計補正予算など議案６件、承認３件の審議を行

い、いずれも原案のとおり可決しました。

第１回臨時会

第
１
回
臨
時
会 　
４
月
25
日
開
会

予　

算

審
　
議

　
し

　
た

　
議

　
案

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）　
　
　
　
　

　

３
８
８
８
万
円
が
減
額
さ
れ
予

算
額
が
49
億
９
７
９
９
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　
　

１
１
２
万
円

・
道
路
排
水
施
設
整
備
事
業
費
債

▲
４
０
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
排
水
処
理
函
渠
工
事

▲
４
０
０
０
万
円

・
佐
呂
間
町
公
共
下
水
道
特
別
会

　

計
繰
出
金　
　
　

１
１
２
万
円

■
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

４
１
１
２
万
円
が
追
加
さ
れ
予

算
額
が
２
億
７
９
７
７
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
一
般
会
計
繰
入
金　

１
１
２
万
円

・
公
共
下
水
道
事
業
費
債

４
０
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
筆
耕
人
夫
賃　
　
　

１
１
２
万
円

・
佐
呂
間
市
街
雨
水
排
水
処
理
工
事

４
０
０
０
万
円

そ
の
他

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

次
の
契
約
が
締
結
さ
れ
工
事
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
高
齢
者
福
祉
住
宅
新
築
工
事

（
建
築
主
体
）

・
契
約
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額　
　

８
１
０
０
万
円

・
工
期　
　

平
成
30
年
11
月
14
日
迄

・
契
約
の
相
手
方

　

佐
呂
間
町
字
宮
前
町
74
番
地

　

髙
橋
土
建
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　
　
　

髙
橋　

光
貴

■
財
産
の
取
得

　

佐
呂
間
小
学
校
の
生
徒
用
及

び
教
師
用
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
購
入
し
ま
し
た
。

・
取
得
す
る
財
産
及
び
数
量

　

児
童
用
パ
ソ
コ
ン　

35
台

　

校
務
用
パ
ソ
コ
ン　

22
台　

他

・
取
得
価
格　
　
　

２
７
５
４
万
円

・
納
入
期
限　

平
成
30
年
８
月
31
日

・
取
得
の
方
法　
　

指
名
競
争
入
札

・
売
買
の
相
手
方

　

佐
呂
間
町
字
永
代
町
89
番
地

　

有
限
会
社
ユ
モ
ト

　

代
表
取
締
役　

湯
本　

吉
夫

■
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　

町
道
の
舗
装
剥
離
に
よ
る
車
両

事
故
が
あ
り
、
町
の
損
害
賠
償
の

額
が
、
次
の
と
お
り
決
定
に
な
り

ま
し
た
。

・
損
害
賠
償
の
額　

 

①　

２
万
２
８
７
５
円

②　
　
　

７
６
５
４
円

■
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
承
認
し
ま
し
た
。

　

６
５
１
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
52
億
６
３
９
６
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
特
別
交
付
税

１
億
３
０
０
６
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
１
億
５
０
０
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
０
０
０
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

▲
１
８
４
５
万
円

■
専
決
処
分
の
承
認

　

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
の

専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
増
減

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
専
決
処
分
の
承
認

　

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
平
成
30
年
度
の
税
制
改

正
に
関
し
、
４
月
１
日
を
施
行
日

と
す
る
町
税
条
例
の
改
正
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
で
す
。

【
質
問
】

　

町
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
改

修
の
際
に
、
集
会
室
に
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
猛
暑
が
予
測
さ
れ
る
中

で
、
若
佐
コ
ミ
セ
ン
や
浜
佐
呂
間

活
性
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
利
用
者
の

多
い
と
こ
ろ
、
ま
た
地
域
の
公
民

館
も
改
修
に
合
わ
せ
て
順
次
設
置

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
考
え

を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】（
町
長
）

　

地
域
の
公
民
館
は
各
自
治
会
が

整
備
改
修
を
行
う
も
の
で
、
エ
ア

コ
ン
設
置
は
地
区
集
会
施
設
整
備

費
補
助
金
の
対
象
と
な
り
、
町
の

助
成
は
80
％
で
す
。

　

若
佐
コ
ミ
セ
ン
、
浜
佐
呂
間
活

性
化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
集

会
室
の
整
備
と
併
せ
て
実
施
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
、
公
民
館
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
住
宅

新
築
工
事
契
約
の
締
結

一
般
会
計
補
正
で

３
８
８
８
万
円
減


